
 

 

 

 

 

 

瑞穂ふ頭／横浜ノース・ドックへの 
第 476 輸送中隊の新編に関する要請について 

 

本日、令和８年 11 月４日（水）、国に対し、瑞穂ふ頭／横浜ノース・ドックへの第 476

輸送中隊の新編に関して、要請書を提出しました。 

 

１ 要請内容 

「瑞穂ふ頭／横浜ノース・ドックへの第 476 輸送中隊の新編について」 
（１） 今後、配備に関するスケジュール及び具体的な任務内容について適時適切な情

報提供を行うこと。 
（２）  市民生活の安全・安心に影響を及ぼすことがないよう万全の対策を講じること。 
（３）  瑞穂ふ頭／横浜ノース・ドックを含む市内米軍施設の早期全面返還に取り組む

こと。 
 

２ 要請書の手交 

（１）日付・場所 

令和８年 11 月４日（水） 

防衛省南関東防衛局（横浜第２合同庁舎内） 

 

（２）面会者 
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 南関東防衛局長 

 

３ 防衛省コメント要旨 

【鋤先 幸浩 南関東防衛局長】 

・防衛省としては、第 476 輸送中隊の人員・船舶の配備や活動等について、アメリカ

側から提供可能な情報が得られた場合には、関係自治体に適時適切に情報提供して

まいります。 

・米軍の運用に当たっては、公共の安全に妥当な配慮を払うのは当然のことであり、

米側に対し、安全に十分配慮しつつ、周辺地域への影響を最小限に留めるよう、引

き続き求めてまいります。 

・横浜ノース・ドック等の日米間で返還が合意されていない在日米軍施設・区域につ

いては、日米安全保障条約の目的達成のために必要な施設であると認識しており、

現時点において、本施設の返還は困難な状況にあると考えています。防衛省として

は、日米安全保障条約の目的を達成する上での必要性や地元の要望を勘案しつつ、

地元の負担軽減に取り組んでいく考えです。 

 

お問合せ先 

基地対策課長  足立原  Tel 045-671-2057 

 

令 和 ８ 年 1 1 月 ４ 日 
都市整備局市街地整備部 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 




